
千
振
尾
根
に
て

旧
河
野
村
の
漁
師
は
、
こ
こ
数
年
、
裏
山
に
あ
た
る
ホ
ノ
ケ
山

に
ブ
ナ
の
木
の
実
を
植
え
て
い
る
ら
し
い
。
ブ
ナ
が
あ
れ
ば
水
害

が
起
き
な
い
。
葉
が
落
ち
て
堆
積
す
れ
ば
、
微
生
物
が
発
生
し
、

川
に
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
わ
く
。
そ
れ
を
求
め
て
魚
が
近
海
に
や
っ

て
く
る
。
よ
う
や
く
気
づ
い
た
森
の
恵
み
へ
の
共
感
。

つ
い
先
日
、
冬
山
装
備
で
石
川
県
白
峰
村
（
現
白
山
市
）
か
ら
、

千
振
（
ち
ぶ
り
）
尾
根
に
取
り
付
い
た
。
全
国
的
に
も
一
級
の
ブ

ナ
の
原
生
林
を
有
し
、
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
知
る
人
ぞ
知
る
、
そ
れ
は
静
か
な
名
勝
地
で
あ
る
。

歩
き
出
し
て
30
分
、
ジ
ワ
っ
と
汗
ば
ん
で
き
た
こ
ろ
、「
チ
チ

チ
ッ
、
チ
チ
チ
ッ
」
と
い
う
け
た
た
ま
し
い
鳴
き
声
、「
あ
っ
、

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
だ
」。
ま
る
で
客
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
急
登
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
と
、
ま
た
ま
た
「
ツ
ツ
ッ
、

ツ
ツ
ッ
」
と
藪
の
中
か
ら
ホ
オ
ジ
ロ
が
群
れ
な
が
ら
飛
び
上
が
っ

た
。
ほ
か
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
コ
ゲ
ラ
。
野
鳥
の
宝

庫
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
千
振
尾
根
は
、
見
渡
す
限
り
ブ
ナ
の
木
の
巨
木
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
純
林
に
は
、
清
潔
な
明
る
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
す
べ

す
べ
し
た
ブ
ナ
の
幹
。
そ
し
て
、
ど
こ
と
な
く
樹
形
が
し
な
や
か

で
、
曲
線
的
な
の
だ
。
こ
こ
に
、
筆
者
は
異
性
を
感
じ
た
。

思
わ
ず
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
巨
木
に
抱
き
つ
い
た
。

「
ど
う
か
私
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
だ
さ
い
」
と
念
じ
た
。
硬
く
、

し
ん
と
し
て
、
内
側
で
時
間
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
よ
う
な
…
し
っ

か
り
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
力
強
さ
、
神
秘
性
、
母
の
よ
う
な

存
在
、
ど
う
表
現
し
よ
う
も
な
い
、
ど
っ
し
り
と
し
た
存
在
感
。

そ
れ
に
出
合
う
た
め
に
、
今
回
も
４
時
間
山
道
を
歩
い
て
、
や
っ

て
き
た
。

中
腹
で
疲
れ
が
出
て
、
雪
の
上
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
ブ
ス

（
簡
易
コ
ン
ロ
）
を
出
し
、
ひ
と
時
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
軽
い

夕
食
。
暗
闇
が
迫
っ
て
き
た
。「
あ
す
は
御
舎
利
山
か
ら
白
山
別

山
を
目
指
そ
う
か
、
そ
れ
と
も
南
竜
か
ら
白
山
へ
行
こ
う
か
」

あ
れ
こ
れ
考
え
る
う
ち
に
、
深
い
眠
り
に
つ
い
た
。

（
文
・
写
真

永
田

康
弘
）

No.15
2011/05
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お
世
話
に
な
り
ま
す
。

中
央
図
書
館
長
の
楠
で
す
。

栗
波
前
館
長
の
後
任
で
す
。

平
成
21
年
４
月
に
図
書
館
に
異
動
し

て
き
て
、
２
年
間
は
副
館
長
と
し
て
今

立
図
書
館
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

栗
波
前
館
長
の
厚
い
人
望
と
、
高
い

教
養
に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
が
、
今

立
図
書
館
の
上
野
巌
館
長
と
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
中
央
と
今
立
が
一
体
と
な
っ

て
越
前
市
の
図
書
館
を
盛
り
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

越
前
市
で

は
今
年
度

「
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
舞
う
里
づ

く
り
構
想
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
と
放
鳥
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
ま

ち
が
「
生
き
物
と
共
生
す
る
越
前
市
」

と
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
な
の
か
を
広
く
市
民
に
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
里
地
里
山
保
全
に

か
か
わ
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

現
在
、
関
連
図
書
（
資
料
）
も
充
実
し

て
い
る
最
中
で
す
。

連
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と

原
発
の
衝
撃
的
な
情
況
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
地
震
、
大
津
波
、
原
発
、

放
射
線
、
被
災
地
支
援
、
異
常
気
象
、

地
球
温
暖
化
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
里
地
里

山
、
環
境
保
全
型
農
業
、
生
物
多
様
性
、

こ
れ
ら
と
図
書
館
と
を
何
ら
か
の
形
で

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
か
と
無

い
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

力
一
杯
や
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
上
野
館
長
共
々
、

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
央
図
書
館
長
楠
宏
彰

東日本大震災の被災地を訪れた楠館長の報

告があります（午後１時半から）

古
本
市
に
寄
せ
て

今
立
図
書
館
長
上
野
巌

今
回
、
４
月
下
旬
の
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
、
こ
こ
今
立
図
書
館
の
新
緑
の

中
で
古
本
市
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
始
め

て
の
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

ア
ー
ス
デ
ー
と
あ

い
ま
っ
て
、
多
く

の
人
が
訪
れ
、
気
に
入
っ
た
本
を
購
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
の

多
さ
に
感
動
す
る
と
共
に
、
大
変
良
か
っ

た
と
素
直
に
感
じ
ま
し
た
。
訪
れ
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
立
図
書
館
も
床
の
張
替
え
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
照
明
器
具
の
増
設
な
ど

の
改
修
工
事
を
終
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。
お
近
く
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
古
本
市
の
売
上
と
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
は
一
万
二
千
円
余
り
に
な
り

ま
し
た
。
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前
年
度
に
引
き
続
き
、
谷
出
千
代
子
先
生
（
仁
愛
大
学
人
間
生
活
学

部
子
ど
も
教
育
学
科
教
授
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
こ
ど
も
の
本
に

関
す
る
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
か
た
は
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成23年度

谷出先生と楽しむ

・
全
６
回

・
隔
月
第
三
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
半

・
会
場
：
越
前
市
中
央
図
書
館

（
９
月
と
11
月
の
み
今
立
図
書
館
）

《
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

第
１
回
…
５
月
20
日
（
金
）
中
央
図
書
館
（
終
了
）

第
２
回
…
７
月
15
日
（
金
）
中
央
図
書
館

第
３
回
…
９
月
16
日
（
金
）
今
立
図
書
館

第
４
回
…
11
月
18
日
（
金
）
今
立
図
書
館

第
５
回
…
１
月
20
日
（
金
）
中
央
図
書
館

第
６
回
…
３
月
16
日
（
金
）
中
央
図
書
館

・
全
５
回

・
毎
月
第
四
木
曜
日
午
前
10
時
～
午
前
11
時
半

・
会
場
：
中
央
図
書
館
学
習
支
援
室

《
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

第
１
回
…
４
月
28
日
（
木
）
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
（
終
了
）

第
２
回
…
５
月
26
日
（
木
）
昔
話
絵
本

第
３
回
…
６
月
23
日
（
木
）
科
学
絵
本

第
４
回
…
７
月
28
日
（
木
）
創
作
物
語
絵
本
(1)

第
５
回
…
８
月
25
日
（
木
）
創
作
物
語
絵
本
(2)

受講生募集中！
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楠
館
長
、

に
入
る

東
日
本
大
震
災
の
気
仙
沼
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
４
月
27
日
～
29
日
）

絵
本
や
マ
ン
ガ
、
読
み
物
な
ど
児
童
書
を
中
心

に
１
万
１
千
冊
と
保
存
食
品
３
千
個
を
４
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
で
搬
送
い
た
し
ま
し
た
。

保
存
食
品
は
気
仙
沼

市
の
青
果
市
場
（
支
援

物
資
集
積
場
）
に
お
ろ

し
、
本
は
２
つ
の
幼
稚

園
と
６
つ
の
小
学
校
に

搬
入
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
電
気
が
来
て
い

な
い
学
校
や
、
小
学
校
の
空
き
教
室
に
間
借
り
し

て
い
る
幼
稚
園
な
ど
、
そ
れ
は
悲
惨
な
光
景
で
し

た
。「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
の
言
葉
が
無

責
任
に
思
え
、
何
と
声
を
か
け
て
い
い
の
か
頭
が

真
っ
白
に
な
る
程
で
し
た
。

最
後
に
災
害
対
策
本
部
に
寄
っ
て
話
を
聞
き
ま

し
た
が
、
何
と
言
っ
て
も
食
料
が
足
り
な
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

１
日
に
３
万
食
分
必
要
で
、
追
い
つ
か
な
い
と

の
事
で
す
。

特
に
、
ご
飯
と
味
噌
汁
と
漬
物
は
足
り
て
い
る

が
、
副
食
品
（
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）
が

無
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
野
菜
と
果
物
が
ほ
し
い
と
の
事
で
す
。

本
当
に
此
処
が
日
本
な
の
か
と
思
う
ほ
ど
の
光

景
で
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
・
・
・
。
が
被
災
地
で

の
正
直
な
感
想
で
す
。

楠
館
長
、
被
災
地
を
語
る

楠
中
央
図
書
館
長
が
被
災
地
の
現
状
を
語
っ
て
く

れ
ま
す
。
５
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
越

前
市
中
央
図
書
館
学
習
支
援
室
に
て
開
催
し
ま

す
。
参
加
自
由
・
入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

３
月
５
日
（
土
）
に
“時
空
を
超

え
る
旅
”の
最
終
回
“バ
リ
島
の
休

日
”が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
世
界
各
国
を
実

際
に
旅
し
た
旅
人
さ
ん
に
よ
り
１

回
１
国
に
絞
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
そ
の
国
の
歴
史
や
芸
術
・
音
楽・

文
化
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
写
真
や

絵
の
画
像
な
ど
を
と
り
ま
ぜ
な
が

ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
回
の
“旅
人
の
眼
か
ら
見
た
世
界

の
美
術
館
案
内
”は
２
０
０
８
年
４
月
に
パ
リ
・

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
そ
の
後
２
回
ア
メ
リ
カ
・
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
、
３
回
ロ
シ
ア
・
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館
、
４
回
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
続
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
を
か
え
“時
空
を
超
え
る
旅
”と
な
っ

て
か
ら
は
、
美
術
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
視
野
で

１
回
エ
ジ
プ
ト
、
２
回
イ
ン
ド
、
３
回
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
４
回
ト
ル
コ
、
５
回
メ
キ
シ
コ
を
訪
れ
ま
し

た
。
最
終
回
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
め
る
と
足
か

け
３
年
10
回
に
及
び
ま
し
た
。

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
旅
人
さ
ん
の
友
の
会

活
動
へ
の
深
い
ご
理
解
と
世
界
文
化
へ
の
熱
い
ま

な
ざ
し
、
図
書
館
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
参
考
資
料

や
図
書
館
員
、
友
の
会
事
務
局
の
皆
様
の
ご
協
力
、

そ
し
て
何
よ
り
も
毎
回
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
の
お
か
げ
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
世
界
の
ど
こ
か

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

（
杏
理
子
）

「時空を超える旅」
を終えて

各施設に直接お届けしました
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被
災
地
と
一
言

で
と
ら
え
て
し

ま
わ
な
い
き
め

細
か
な
考
え
方

が
大
切
で
す
。

被
災
地
の
状
況
も
、
被
災
者

の
事
情
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
報
道

で
は
、
自
ら
被
災
者
で
あ
り
な

が
ら
活
発
に
活
動
す
る
中
学
生

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
遊
び

に
笑
顔
を
見
せ
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
登
場
し
ま
す
。
確
か
に

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
人
々
の

気
持
ち
を
未
来
に
つ
な
げ
て
く

れ
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
家
を
仕
事
を
失
い
、
家

族
を
友
だ
ち
を
亡
く
し
、
無
気

力
に
陥
っ
て
い
る
お
と
な
た
ち

に
さ
え
希
望
と
力
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
と
の
遊
び
や
催
し
に

手
を
た
た
い
て
喜
ぶ
姿
に
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
っ
て
辛

い
の
で
す
、
怖
い
の
で
す
、
悲

し
い
の
で
す
。
地
震
や
津
波
の

自
然
災
害
の
恐
怖
や
、
原
発
事

故
と
い
う
人
災
で
我
が
家
を
捨

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
不
尽

さ
で
心
は
深
く
傷
つ
い
て
い
ま

す
。
笑
顔
を
笑
い
を
引
き
出
す

こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
泣

く
、
怒
る
、
恐
れ
る
と
い
っ
た

当
然
の
感
情
の
吐
露
も
含
め
て
、

本
が
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

解
放
す
る
お
手
伝
い
に
な
れ
ば

い
い
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
実
際
に
、
直
接
手
渡
せ

る
訳
で
な
く
、
事
情
も
細
か
く

捉
え
る
事
が
で
き
な
い
時
は
、

基
本
図
書
を
ベ
ー
ス
に
無
難
な

選
本
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、
年
齢
、
理
解
力
、
置
か
れ

た
環
境
等
の
状
況
把
握
が
見
込

め
る
時
（
○
○
中
学
校
に
贈
る
、

等
）
は
、
災
害
や
特
に
原
発
事

故
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
助

け
る
本
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
だ
れ
か
が
き
ち
ん
と
話

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

（
鈴
木
先
生
が
基
本
図
書
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
考
に
ど

う
ぞ
（
別
紙
参
照
））

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
絵
本
・
読
み
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
者

鈴
木
晴
代
氏

（
元
・
京
都
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会
代
表
）

図
書
館
友
の
会
は
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
子
ど
も
達
に
本
を
送
る

「
絵
本
・
児
童
書
を
被
災
地
に

走
れ

ト
ラ
ッ
ク
大
作
戦
」
に
協
力
し
ま
し

た
。
越
前
市
図
書
館
友
の
会
か
ら
は

約
50
冊
の
本
を
提
供
し
ま
し
た
。
本

部
長
で
あ
り
、
児
童
文
学
作
家
で
も

あ
る
杉
山
亮
氏
よ
り
礼
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
仕
分
け
し
、

箱
詰
め
し
、
仙
台
の
子
ど
も
達
に
ト

ラ
ッ
ク
で
送
り
ま
し
た
。（
中
略
）
今

後
は
宮
城
県
南
部
沿
岸
地
区
の
被
災

地
の
子
ど
も
達
に
届
け
て
い
き
ま
す
」

と
の
文
面
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被災地に本を

↑杉山氏からの礼状



アーモン ド入り チョコ レート のワル ツ 森絵都 講談社 \1,300
E あたまに つまっ た石 ころが ハース ト 光村教 育図書 \1,400
E いじわる ブッチ ー ボット ナー 徳間書 店 \1,300
E いわしく ん 菅原た くや 文化出 版局 \1,262
ウーヌー グーヌ ーが きた！ コルシ ュノウ さえら書房 \1,262

E エリセラ さんご 水木桂 子 朔北社 \1,600
E おおはく ちょう のそら 手島圭 三郎 リブリ オ \1,700
E おかえり なさいスポ ッティ レイ 文化出 版局 \1,262
おさるは おさる いとう ひろし 講談社 \1,100

E おじいち ゃん バーニ ンガム ほるぷ出版 \1,311
E おしいれ のぼう けん ふるた たるひ 童心社 \1,300
E おじさん のかさ 佐野洋 子 講談社 \1,400
オタマジ ャクシ のうん どうか い 阿部夏 丸 講談社 \1,100

E おばけの バーバ パパ チゾン 偕成社 \1,000
E おやすみ なさい おつき さま ブラウ ン 評論社 \1,000
E かいじゅ うたち のいる ところ センダ ック 富山房 \1,400
E かぜがふ いたら パーク 朔北社 \1,600
カドヤ 食堂のな ぞなぞ 富安陽 子 新日本 出版 \1,200
ガヤガヤ ムッツ リ 舟崎克 彦 あかね書房 \950

E かようび のよる ウィー ズナー 徳間書 店 \1,400
E からから からが ・・・ 高田桂 子 文研出 版 \1,300
E からすの パンやさん かこさ とし 偕成社 \1,000
E キャベツくん 長新太 文研出 版 \1,300
E きょうは なんて うんが いいん だろう 宮西達 也 鈴木出 版 \1,200
くまの 子ウーフ 神沢利 子 ポプラ 社 \1,000

E くも 新宮晋 文化出 版局 \1,456
E くもくん いとう ひろし ポプラ 社 \1,200
グリーン ・ノウ の子ど もたち ボスト ン 評論社 \1,500

E けんかの きもち 柴田愛 子 ポプラ 社 \1,200
E こぎつね コンと こだぬ きポン 松野正 子 童心社 \1,200
E こんこん さまに さしあ げそう ろう 森はな ＰＨＰ \1,165
サクラン ボたち の幸 せの丘 リンド グレー ン 徳間書 店 \1,400

E さつまの おいも 中川ひ ろたか 童心社 \1,300
E さむがり やのね こ 渡辺有 一 フレー ベル館 \1,000
E じごくの そうべ え 田島征 彦 童心社 \1,400
シャーロ ットの おくり もの ホワイ ト あすな ろ書 房 \1,500
しゃべる 詩あそ ぶ詩き こえる 詩 はせみ つこ 富山房 \2,200

E １１ぴ きのねこ とあほ うどり 馬場の ぼる こぐま 社 \1,200
E １４ひ きのおひ っこし いわむ らかず お 童心社 \1,200
E しりたが りやの ふくろ うぼう や サラー 評論社 \1,200
E ストライ プ シャノ ン セーラ ー出 版 \1,500
E せかいの ひとび と スピア ー 評論社 \1,500
E ぜったい たべな いから ね チャイ ルド フレー ベル館 \1,300
E たこのな なちゃ ん なかが わちひ ろ 徳間書 店 \1,500
詩 だじゃれ はだれ じゃ 阪田　まど 小峰書 店 \1,300
知 たべたら うんち 山岡寛 人 ポプラ 社 \1,200
E だめよ 、ディビ ッド！ シャノ ン 評論社 \1,300
知 ダンゴム シみつ けたよ 皆越よ うせい ポプラ 社 \1,200

ちいさい モモちゃん 松谷み よ子 講談社 \1,100
E ちからた ろう 今江祥 智 ポプラ 社 \1,000
ちびド ラゴンの おくり もの コルシ ュノフ 国土社 \1,200

E チャボ のオッカ サン グラハ ム 評論社 \1,300
チョコレ ート工 場の秘 密 ダール 評論社 \1,400
つみつみ にゃー 長新太 あかね書房 \950
ティナ のおるす ばん コルシ ュノフ 徳間書 店 \1,500

E てん レイノ ルズ あすな ろ書 房 \1,300
E となりの せきの ますだ くん 武田美 穂 ポプラ 社 \1,200
E とらとほ しがき パク・ ジェヒ ョン 光村教 育図書 \1,600
とりかえ っこち びぞう 工藤直 子 学研 \1,100

E トリゴラ ス 長谷川 集平 文研出 版 \1,300
なまくら 吉橋通 夫 講談社 \950

基本図書のリスト
「 これに 岩波・ 福音館の 基本図 書、そ して新 しいも のから も少し 加えた いです ね」（ 鈴木先 生）



ねこと友だち いとうひろし 徳間書店 \1,300
のっぽのサラ マクラクラン 徳間書店 \1,300

E はじめてのかり 吉田遠志 リブリオ \1,700
E バスにのって 荒井良二 偕成社 \1,300
パティの宇宙日記 ウォルシュ 文研出版 \1,200

E バムとケロのにちようび 島田ゆか 文溪堂 \1,500
E はらぺこあおむし カール 偕成社 \1,200
E ハンダのびっくりプレゼント ブラウン 光村教育図書 \1,400
E はんぶんタヌキ 長新太 こぐま社 \1,300
E ピッツアぼうや スタイグ セーラー出版 \1,500
E １００万回生きたねこ 佐野洋子 講談社 \1,400
びりっかすの神さま 岡田淳 偕成社 \1,000

E ふくろうくん ローベル 文化出版局 \854
ふしぎなテレビのいじわる作戦 イルシング 文研出版 \1,200

E ブタヤマさんたらブタヤマさん 長新太 文研出版 \1,200
E フレデリック レオ＝レオニ 好学社 \1,456
E ベーコンわすれちゃだめよ！ ハッチンス 偕成社 \1,400
E ペニーさん エッツ 徳間書店 \1,300
E へんてこへんてこ 長新太 佼成出版社 \1,300
へんてこもりにいこうよ たかどのほうこ 偕成社 \900

E ぼくがラーメンたべてるとき 長谷川義史 教育画劇 \1,300
E ぼくたちのかしの木 ミューラー 文化出版局 \1,359
E ぼくのいぬがまいごです キーツ 徳間書店 \1,300
E ぼくのくれよん 長新太 講談社 \1,400
ぼくはアフリカのすむキリンといいます 岩佐めぐみ 偕成社 \1,000

詩 ポケット詩集 田中和雄 童話屋 \1,250
E ぼちぼちいこか セイラー 偕成社 \1,200
マクブルームさんのすてきな畑 ﾌﾗｲｼｭﾏﾝ あか ね書 房 \1,068
マチルダは小さな大天才 ダール 評論社 \1,600
マンホールからこんにちは いとうひろし 徳間書店 \1,400

知 ミミズのふしぎ 皆越ようせい ポプラ社 \1,200
知 むしをたべるくさ 渡邉弘晴 ポプラ社 \1,200
E やまんばのにしき 松谷みよ子 ポプラ社 \1,000
E よくばりすぎたねこ さとうわきこ ＰＨＰ \1,100
ラビーニアとおかしな魔法のお話 ピッツォルノ 小峰書店 \1,300
ルドルフとイッパイアッテナ 斉藤洋 講談社 \1,300

E ルピナスさん クーニー ほるぷ出版 \1,300
ローワンと魔法の地図 ロッダ あすなろ書房 \1,300

E ロバのシルベスターとまほうのこいし スタイグ 評論社 \1,300
E わゴムはどのくらいのびるかしら？ サーラー ほるぷ出版 \1,200
E わすれられないおくりもの バーレイ 評論社 \1,000
E わたしのワンピース 西巻茅子 こぐま社 \1,100
E わっしょいわっしょいぶんぶんぶん かこさとし 偕成社 \1,000
E ワニくんのおおきなあし みやざきひろかず ＢＬ出版 \1,160
火ようびのごちそうはひきがえる エリクソン 評論社 \1,100

E 月夜のみみずく ヨーレン 偕成社 \1,200
E 光の旅かげの旅 ジョナス 評論社 \1,300
子どもに語る　日本の昔話　全 3巻 こぐま社 \1,600
車のいろは空のいろ　白いぼうし あまんきみこ ポプラ社 \1,000
種をまく人 フライシュマン あすなろ書房 \1,200
精霊の守り人 上橋菜穂子 偕成社 \1,500

E 雪のかえりみち 藤原一枝 岩崎書店 \1,300
超・ハーモニー 魚住 講談社 \1,300
弟の戦争 ウェストール 徳間書店 \1,200
二分間の冒険 岡田淳 偕成社 \1,400
霧のむこうのふしぎな町 柏葉幸子 講談社 \1,300
夜の神話 たつみや章 講談社 \1,600

　 ※文頭 の記号： E＿ 絵本　知＿知識の本　詩＿詩集
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永
田
康
弘

東
日
本
大
地
震
が
発
生
し
て
二
ヶ

月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
現
地
に
入
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
だ
受
け
入
れ

態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
自
治
体
も
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
だ
。
あ
る
高
僧
が
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
を
称
し
て
「
忘

己
利
他
（
も
う
こ
り
た
）」
と
い
う

教
え
を
説
い
た
が
、
ど
う
か
「
も
う
、

懲
り
た
」
と
い
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

し
ん
ど
い
仕
事
だ
が
、
現
地
は
、
た

く
さ
ん
の
善
意
の
パ
ワ
ー
を
必
要
と

し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
福
井
の
地
で
、
旧

三
国
町
の
重
油
流
失
事
故
と
、
足
羽

川
が
決
壊
し
た
福
井
豪
雨
で
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
を
経
験
し
て
い
る
。
前
者

は
、
た
く
さ
ん
の
善
意
の
人
が
や
っ

て
き
て
、
べ
っ
と
り
と
重
油
が
つ
い

た
海
岸
線
の
石
の
一
つ
一
つ
を
拭
い

て
い
た
の
が
、
印
象
的
だ
っ
た
。

「
三
国
の
き
れ
い
な
海
で
長
い
間
、

海
水
浴
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

恩
返
し
で
す
」
と
さ
り
げ
な
く
話
し

て
く
れ
た
。

後
者
は
、
旧
今
立
町
の
民
家
で
、

床
上
浸
水
の
お
宅
の
清
掃
作
業
の
お

手
伝
い
を
し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け

た
人
た
ち
は
、
手
弁
当
と
水
筒
を
腰

に
下
げ
、
炊
き
出
し
に
も
手
を
つ
け

ず
、
決
し
て
住
所
、
氏
名
を
語
ら
ず
、

い
つ
知
れ
ず
、
去
っ
て
い
っ
た
。

「
こ
れ
ぞ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
誇
り
」

と
感
じ
入
っ
た
も
の
だ
。

こ
う
し
た
善
意
の
絆
（
き
ず
な
）

が
、
ど
う
し
て
広
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
日
本
中
が
「
無
縁
社
会
」

に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

た
が
、
地
震
の
よ
う
に
何
か
こ
と
が

あ
る
と
、「
き
ず
な
社
会
」
へ
と
大

き
く
変
化
し
始
め
る
こ
と
に
驚
い
て

い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
親
、
兄
弟
と

も
疎
遠
に
な
り
、
独
居
老
人
が
増
え
、

孤
独
死
も
ひ
ん
ぱ
ん
だ
が
、
心
あ
る

人
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
う
ス
タ
イ

ル
で
、
大
勢
の
人
が
「
何
か
お
役
に

た
ち
た
い
」
と
立
ち
上
が
る
姿
に

「
ど
っ
こ
い
、
日
本
は
生
き
て
る
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。

も
う
一
つ
は
、
政
治
へ
の
不
信
感

と
い
う
か
、
閉
塞
状
態
に
耐
え
切
れ

ず
、「
自
分
な
り
に
や
れ
る
範
囲
で

な
に
か
し
た
い
。
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
す
る
方
が
、

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
現

実
だ
。

こ
れ
は
、
あ
の
「
伊
達
直
人
」
現

象
で
も
、
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て

い
た
。
人
気
プ
ロ
レ
ス
漫
画
「
タ
イ

ガ
ー
マ
ス
ク
」
の
名
前
が
伊
達
直
人
、

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
も
児
童
養
護
施
設

の
出
身
と
い
う
設
定
で
、
フ
ア
イ
ト

マ
ネ
ー
で
施
設
を
支
援
し
て
い
た
。

そ
の
名
を
使
っ
た
善
意
の
寄
付
だ
っ

た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
や
文
具
、
お
も
ち
ゃ
、

お
か
し
や
紙
お
む
つ
ま
で
、
伊
達
現

象
は
末
広
が
り
を
見
せ
た
。

筆
者
は
思
う
。「
多
額
の
税
金
を

払
っ
て
い
る
の
に
、
ホ
ン
ト
に
社
会

的
弱
者
に
回
っ
て
い
る
ん
か
い
。
否
、

そ
う
思
え
な
い
。
み
な
、
日
々
の
生

活
す
る
の
が
や
っ
と
や
な
い
か
い
」

そ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
伊
達
現
象
だ

ろ
う
。

東
日
本
大
震
災
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
を
買
っ
て
出
る
大
勢
の
方
も
、
ヒ
ー

ロ
ー
の
名
を
借
り
て
始
ま
っ
た
善
意

の
広
が
り
も
、
根
は
一
つ
の
よ
う
に

思
う
。
無
縁
社
会
の
中
で
、
失
わ
れ

た
か
に
思
わ
れ
た
社
会
の
「
絆
」
を

取
り
戻
す
、
う
ね
り
の
よ
う
に
も
み

え
る
。

こ
れ
か
ら
現
地
に
入
る
福
井
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
、
入
念
な

準
備
を
さ
れ
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
東
北
地
方
の
復
興
は
、
あ
な

た
た
ち
の
手
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
さ
さ
だ
に
健
康
フ
ア
ー
ム
・
代
表
）

今庄のカタクリの花（写真・永田康弘）
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今
年
は
、
遅
く
ま
で
雪
が
降
り

ま
し
た
。

山
に
は
残
雪
の
白
と
、
こ
ぶ
し

の
花
び
ら
の
白
と
が
混
在
し
、
今

ま
で
の
春
に
な
い
山
風
景
。

畑
に
出
て
土
を
掘
り
起
こ
す
と
、

力
強
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
陽

の
ち
か
ら
で
白
い
蒸
気
が
上
が
り

ま
す
。

白
と
い
え
ば
「
雪
」「
冬
」・
厳

し
さ
を
想
像
し
ま
す
が
、
春
に
見

え
る
白
は
柔
ら
か
で
落
ち
着
き
ま

す
。ふ

と
、
幼
い
こ
ろ
の
図
工
の
時

間
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

パ
レ
ッ
ト
に
、
い
く
つ
か
の
水

彩
絵
の
具
を
搾
り
出
し
、
思
い
お

も
い
の
色
を
作
り
ま
し
た
ね
。

色
の
調
合
は
難
し
い
。
混
ぜ
て

み
な
い
と
ど
ん
な
色
に
変
身
す
る

か
分
か
ら
な
い
、
予
想
し
た
イ
メ
ー

ジ
と
か
け
離
れ
た
色
、
想
像
を
超

え
た
色
、
不
思
議
な
色
、
大
好
き

に
な
っ
た
色
、
描
き
た
か
っ
た
絵

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
色
。

そ
ん
な
中
で
、
唯
一
『
強
い
』

水
彩
絵
の
具
は
黒
だ
っ
た
気
が
し

ま
す
。
そ
し
て
一
番
控
え
め
で
優

し
い
色
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
白

の
絵
の
具
で
し
た
。

社
会
の
中
で
、
家
庭
の
中
で
担
っ

て
い
る
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
。

わ
た
し
は
社
会
と
い
う
パ
レ
ッ

ト
の
中
で
、
ま
た
家
庭
と
い
う
パ

レ
ッ
ト
の
中
で
、
ど
ん
な
色
の
絵

の
具
で
い
る
こ
と
が
よ
い
の
か
、

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

周
り
や
混
ぜ
あ
う
相
手
の
色
に

関
係
な
し
に
、
自
分
の
色
を
押
し

通
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
「
上
手
者
」
と
か
「
八
方
美
人
」

と
い
わ
れ
て
も
。

も
し
、
自
分
の
色
を
通
す
と
し

た
ら
、「
白
」
の
水
彩
絵
の
具
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

気
弱
な

の
春
の
日
記

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
第
25
作
目
、
浅

丘
ル
リ
子
が
、
第
11
・
15
作
目
に
続
き
、
マ
ド
ン
ナ
役

で
三
度
目
の
登
場
で
あ
る
。
リ
リ
ー
と
い
う
名
の
旅
回

り
の
歌
手
で
、
寅
さ
ん
が
身
を
固
め
る
か
も
し
れ
な
い
！

と
観
客
を
期
待
さ
せ
る
魅
力
的
な
女
性
を
演
じ
て
い
る
。

旅
先
の
沖
縄
で
、
血
を
吐
い
て
倒
れ
た
リ
リ
ー
か
ら

届
い
た
手
紙
。
そ
こ
か
ら
始
ま
る
い
つ
も
の
大
騒
ぎ
。

寅
さ
ん
の
ア
リ
ア
も
、
会
心
の
で
き
ば
え
で
あ
る
。
話

は
い
つ
も
ど
お
り
の
結
末
を
迎
え
る
が
、
や
は
り
、
リ

リ
ー
の
登
場
す
る
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
は
、
何
度
見
て

も
痛
快
で
飽
き
な
い
。
浅
丘
ル
リ
子
の
演
ず
る
、
リ
リ
ー

と
い
う
人
間
の
魅
力
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。

山
田
洋
次
監
督
は
、
い
ま
で
は
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ

巨
匠
だ
が
、
当
時
は
、
“大
い
な
る
マ
ン
ネ
リ
映
画
を
、

会
社
に
頼
ま
れ
て
作
り
続
け
る
御
用
監
督
”と
い
う
よ
う

な
批
判
も
浴
び
て
い
た
。
世
の
中
は
、
混
迷
の
時
代
を

過
ぎ
て
、
バ
ブ
ル
へ
突
き
進
み
つ
つ
あ
っ
た
時
代
だ
が
、

映
画
界
は
不
況
で
、
お
盆
と
正
月
に
公
開
し
、
ヒ
ッ
ト

間
違
い
な
し
の
映
画
と
し
て
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー

ズ
は
絶
頂
期
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
主
役
の
渥
美
清
の
本
当
の
死
に

よ
り
、
第
48
作
「
寅
次
郎

紅
の
花
」
で
幕
を
閉
じ
る

が
、
最
後
の
作
品
も
、
リ
リ
ー
が
登
場
し
、
奄
美
大
島
で

幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。

「
私
た
ち
夢
見
て
た
の
よ
き
っ
と

ほ
ら
あ
ん
ま
り
暑
い
か
ら
さ
」

（
Ｋ
）

「男はつらいよ
寅次郎ハイビスカスの花」

山田洋次監督 1980年・松竹

（
文
・


）
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捨
て
る
べ
か
ら
ず

文
：
三
田
村
善
衛

部
屋
の
整
理
も
完
全
に
終
了

し
た
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
捨

て
ら
れ
な
い
特
集
や
思
い
出
の

雑
誌
と
い
う
も
の
が
、
か
な
り

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
小
林

麻
美
の
表
紙
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌
な
ど
は
軽
く
百
冊
を
越
し

て
い
る
が
、「
花
椿
」
な
ど
は
ど

こ
か
カ
ワ
イ
イ
の
で
捨
て
ら
れ

な
い
。「
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
」
の
特

集
号
も
意
外
と
好
き
だ
。「
本
が

人
を
作
る
」
な
ん
て
の
も
あ
っ

た
し
、「
雑
誌
が
好
き
な
も
の
で
！
」

と
か
「
さ
あ
、
ブ
ッ
ク
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
の
季
節
で
す
！
」
な
ん
て

や
ら
れ
た
ら
、
こ
れ
は
買
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
流
行
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
疎
い
僕
で
も
、
最
新
の
も

の
は
気
に
は
な
る
の
だ
。
好
き

な
音
楽
、
面
白
い
雑
貨
、
お
い

し
い
ス
イ
ー
ツ
、
話
題
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
イ
ン
テ
リ
ア
・
・
・
。

確
か
に
女
の
子
の
お
気
に
入

り
は
、
す
べ
て
難
し
い
定
義

な
ど
で
は
な
く
て
、「
好
き
」

と
い
う
感
情
で
結
び
つ
い
て

い
る
よ
う
だ
。

そ
れ
に
引
き
換
え
、
野
郎
の

雑
誌
の
ム
サ
苦
シ
イ
こ
と
。

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ら
ま
だ

し
も
、
エ
ロ
本
の
類
い
が
な

ん
と
多
い
こ
と
よ
。
骨
董
な

ん
て
年
寄
り
の
オ
マ
マ
ゴ
ト
だ
し
、

ゴ
ル
フ
や
釣
り
、
登
山
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
も
ど
こ
か
汗
く
さ
い
。
そ

れ
に
比
べ
た
ら
婦
人
雑
誌
は
、
す
っ

ご
い
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
だ
ぜ
！
料
理
、

花
、
旅
行
、
温
泉
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
イ
ン
テ
リ

ア
・
・
・
し
か
も
誌
面
の
写
真
の

奇
麗
な
こ
と
。

い
い
か
げ
ん
に
「
ビ
ッ
ク
リ
ハ

ウ
ス
」
や
「
宝
島
」
あ
た
り
は
処

分
し
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、「
Ｐ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
」「
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
」

「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
」

「
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
な
ど
は
特
集
に

よ
っ
て
は
捨
て
る
の
は
か
な
り
悩

む
。「
流
行
通
信
」
や
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
な
ど
も
頭
が
痛
い
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
て
好
き
な
ペ
ー

ジ
だ
け
フ
ァ
イ
ル
に
し
た
ら
？
と

い
う
方
も
い
る
が
、
や
は
り
一
冊

の
雑
誌
の
ま
ま
で
保
管
し
た
い
の

だ
。
全
国
の
カ
フ
ェ
特
集
号
な
ん

て
の
も
意
外
と
好
き
だ
っ
た
り
す

る
し
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
コ
レ
ク
タ
ー

部
屋
や
、
面
白
い
対
談
な
ん
て
の

も
僕
に
は
貴
重
だ
っ
た
り
す
る
。

つ
ま
ら
な
い
も
の
を
大
切
に
し
て

人
間
、
死
ん
で
い
く
よ
う
だ
。

先
日
、
ブ
ッ
ク
な
ん
と
か
に
て

「
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｉ
ｅ
」
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー

マ
ガ
ジ
ン
を
発
見
し
た
。
な
ん
と

特
集
が
「
捨
て
ら
れ
な
い
雑
誌
た

ち
！
」
で
あ
る
。「
そ
れ
は
も
う
、

墓
場
ま
で
連
れ
て
い
く
気
で
可
愛

が
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
よ
・
・
・
」

み
た
い
な
前
口
上
が
書
い
て
あ
っ

た
。
な
る
ほ
ど
ね
、
も
う
そ
れ
し

か
な
い
よ
な
。

捨てられないコレクション
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◎
三
田
村
善
衛
さ
ん
の
「
捨
て
る
べ
か
ら
ず
」。
私

も
、
全
く
同
じ
考
え
で
・
し
・
た
。

し
か
し
、
思
い
切
っ
て
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
の
整
理
。

「
捨
て
る
」
と
い
う
快
感
を
味
わ
い
、
空
に
な
っ

た
い
く
つ
も
の
本
棚
を
片
付
け
な
が
ら
、
こ
れ
で

よ
い
の
だ
と
納
得
す
る
日
々
。

さ
て
、
次
に
整
理
す
る
も
の
は
…
…
。（
Ｍ
）

◎
い
つ
か
コ
ン
サ
ー
ト
に
の
せ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
宮
沢
賢
治
の
世
界
。
奇
し
く
も
東
北
地
方
に

大
地
震
が
お
き
急
遽
企
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

素
晴
ら
し
い
チ
ェ
ロ
の
音
色
と
と
も
に
８
月
に
皆

様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
目
指
し

て
た
だ
今
奮
闘
中
で
す
。（
杏
理
子
）

◎
会
報
の
編
集
に
携
わ
る
の
も
、
こ
れ
で
２
度
目
。

今
回
は
永
田
さ
ん
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

ず
い
ぶ
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま

す
。
普
段
引
き
こ
も
っ
て
ば
か
り
な
生
き
方
で
す

が
、
た
ま
に
外
に
で
て
人
と
触
れ
合
う
こ
と
も
大

事
だ
と
感
じ
る
春
の
日
で
し
た
。（
Ｙ
）

◎
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
本
当
に

そ
う
な
の
か
？
改
め
て
考
え
ま
す
。
今
日
一
日
を

「
欲
ハ
ナ
ク
決
シ
テ
イ
カ
ラ
ズ
」
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
…
…
（
Ｈ
）

図書館友の会でいっしょに活動しませんか？

「図書館をもっとみんなに利用してもらおう」「こんなイベント

をしたら楽しいな」そんな活動を一緒にしませんか。

《主な活動》

年会報の発行・図書館の行事やイベントへの協力・参加など

《入会方法》

活動の趣旨に参加してくださる方なら、どなたでもご入会できます。

《入会金》

５００円（会の運営に充てさせていただきます）

お申込・お問合せは…

図書館カウンター、または友の会事務局員まで。


